平成23年度「城下町宮津七万石  和火2011」
 事 業 実 績 報 告 
【開催趣旨】

    城下町で栄えた市街地に再び光を当て、夜の寺町のライトアップをベースに、様々な催しを楽しみながら“まちなか”を散策する中で、歴史文化を知っていただくことを目的として、住民参加型の手づくりイベントを開催した。

【主    催】
宮津まちなか観光推進協議会（会長：宮﨑  劭）

和火実行委員会（会長：小林和行）…協議会傘下のイベント実行の組織

【和火実行委員会】
市街地の商工・観光・文化団体（12）、万町自治会、宮津西部地区自治連合協議会（9）、佛性寺、栄照院、妙照寺、大頂寺、本妙寺、経王寺、国清寺、見性寺、悟真寺、無縁寺、真照寺、智源寺、如願寺、宮津高等学校、海洋高等学校、上宮津21夢会議、宮津市
（計39団体）
【協力団体】

本町自治会、魚屋自治会、宮津幼稚園、宮津暁星幼稚園、みずほ保育園、亀ヶ丘保育園、

たんぽぽ保育園、宮津小学校2年1組、宮津ホークス、宮津少年野球クラブ、

宮津少年サッカークラブ、宮津中学校、京都暁星高等学校、

宮津観光アテンダントまちなか案内人の会、宮津商業協同組合、㈱まちづくり推進機構

丹後広域観光キャンペーン協議会、京都銀行宮津支店、京都北都信用金庫
ＪＡ京都宮津支店

【後　　援】

第26回国民文化祭京都府実行委員会、第26回国民文化祭宮津市実行委員会、

㈱エフエム京都

【日    時】
平成２３年１０月７日（金）、８日（土）、９日（日）の３日間開催。

【場    所】
市街地・寺町界隈（宮津市字金屋谷ほか）

    ※模擬店会場（亀ヶ丘児童遊園、大頂寺、本妙寺駐車場）

【実施内容】

（会議）

準備会  　　2回：3月下旬、4月12日
実行委員会  3回：4月25日、9月12日、11月21日
企画部会  計15回

（全体会議）2回：6月7日、6月17日
（リーダー会議）4回：7月28日、8月31日、10月3日、10月27日

（和火部会）2回：7月20日、9月7日

（催し部会）3回：7月12日、8月9日、9月7日
（模擬店部会）2回：7月14日、9月14日

（広報宣伝部会）2回：7月1日、7月20日

その他、各種協力団体等への依頼・調整作業については、企画部会の各部会、事務局により、別途対応。

（準備作業等）

9月17日  宮津高校SHINKA2011設置作業

9月22日  ペットボトル灯籠製作

9月23日～30日  ペットボトル灯籠の洗浄・砂入れ（海洋高校）

9月30日　ロウソク購入（神戸市内）
10月1日  ペットボトル灯籠をお寺、自治会（通り）等へ配布

10月4日　資材を順次、桜山会館へ搬入（11日まで借用）。伊根灯籠借用（伊根町）

10月5日　ちりめん灯籠借用（京丹後市峰山町）
10月6日　和火会場準備（模擬店会場設営、本部・催し資材・竹灯籠搬入など）

10月7日、8日、9日  「城下町宮津七万石　和火2011」実施

10月10日　後片付け（テント、ペットボトルほか）
10月11日～11月2日  ペットボトル灯籠砂出し・洗浄（海洋高校）

11月3日  宮津高校SHINKA2011解体・撤去
（和火部会）

○  ライトアップは、3日間、午後6時～午後9時頃まで行った。
○　ペットボトル灯籠11,300基、竹灯籠1,500基、LED灯籠80基、和火日本三景灯籠8基、丹後ちりめん灯籠39基、伊根灯籠50基、合計12,977基の灯籠、また、SHINKA2011（宮津高校校門アーチ）１基、和火アーチ（2008年作品）１基のオブジェを設置し、ライトアップを行った。

○  各灯籠の設置場所は、11か所のお寺（佛性寺、栄照院、妙照寺、大頂寺、本妙寺、経王寺、国清寺、見性寺、悟真寺、無縁寺、真照寺：本堂拝観も含む。智源寺は本堂拝観のみ実施）や、お寺を結ぶ金屋谷通り、万町通り、小川町通り（中学校の坂含む）のほか、亀ヶ丘保育園階段（亀ヶ丘保育園、みずほ保育園、たんぽぽ保育園、宮津暁星幼稚園、宮津幼稚園の灯籠展示）、旧三上家住宅（通り、施設前）、桜山天満宮、中町ポケットパーク、浜町から西堀川通り、本町通り、駅前通りに設置した。また、今回から市役所周辺も新たにライトアップし、宮津駅前から寺町周辺までの通りが全て和火の明かりでつながった。
○  ペットボトル灯籠は、例年通り、寺町周辺の自治会や公共施設等に収集いただき、自治会長ら実行委員によって、ロウソクを入れていただけるように、ペットボトルを切る作業をしていただいた。また、昨年に引き続き、ペットボトル灯籠の砂入れ作業と、終了後の砂出し・洗浄作業については、海洋高校にお世話になり、また、使用済みのロウソク回収作業については、翌日の朝、宮津中学校に協力をいただいた。
○　昨年に引き続き、次回のロウソク代に充当する目的で、「和火募金」を実施した。イベント当日は、本部テントの2箇所と催し会場用として2個の募金箱を配置し、高校生ボランティアに協力いただき、募金を呼びかけた。
（催し部会）

○お寺や旧三上家住宅などの催しについて、次のとおり実施した。
○寺町観光ガイドとして宮津観光アテンダントまちなか案内人の会の詰所を本町広場を設け、観光客や宿泊者の観光案内やガイドツアーをしていただいた。
１０月７日（金）
○フルートアンサンブルの夕べ（場所：旧三上家住宅

午後7時～約30分（出演：カルディアフルートアンサンブル）

○ジャズピアノライブ（場所：大頂寺）午後7時30分～約30分（出演：京極雪之介）

○「第26回国民文化祭・京都2011」ＰＲライブ（場所：国清寺）

午後8時～約30分
（出演：京都国文祭メッセージソングシンガー・和紗、PR隊長まゆまろ）
１０月８日（土）

○アコースティックライブ（場所：佛性寺）
　　午後6時30分～、午後8時～ 各約30分（出演：Bank shot）

○箏と三絃の秋の調べ（場所：栄照院）

　　午後6時30分～約30分（出演：宮津箏和会）

○丹後ベンチャーズ（場所：悟真寺）

　　午後7時～約1時間（出演：THE 丹後VENTURES）

○現代版北前船プロジェクト（場所：旧三上家住宅）

　　午後7時～約30分（出演：明楽みゆき、奥野英恵、今井宗月）

○マジック＆腹話術（場所：佛性寺）
　　午後7時～約30分（出演：あすなろ腹話術）

○紙芝居「杉山おきん狐」（場所：佛性寺）

　　午後7時30分～約30分（出演：森山道子、押谷清三）

○箏演奏会（場所：真照寺）

　　午後7時30分～約30分（出演：アンサンブル芙蓉）

○ジャズライブ（場所：妙照寺）

　　午後8時～約1時間（出演：大西了ユニット）

１０月９日（日）

○ピアノ弾き語り（場所：本妙寺）
　　午後6時30分～約1時間（出演：古畑いづみ）
○太極拳表演（場所：経王寺）

　　午後7時～約45分（出演：宮津太極拳同好会）
○ボサノバ、ポップス、ソウルライブ（場所：佛性寺）

　　午後7時～約2時間（出演：Bitter Sweet Club、ダリル永岡＆アキコ）

○バルーンクリエイター（場所：大頂寺）

　　午後7時30分～約45分（出演：Sui京）

○神楽披露（場所：悟真寺、亀ヶ丘児童遊園周辺）
　　午後7時30分～、午後8時30分～各約30分（出演：亀ヶ丘神楽保存会）

○丹後の玉手箱（場所：見性寺）

　　午後8時～約1時間（出演：丹後語り部の会）

○ロックライブ（場所：国清寺）

　　午後8時～約1時間（出演：Look Like）

その他の催し・展示会

【３日間開催】

○レトロ屋万町（場所：万町ギャラリー）

午後6時～午後9時（主催：万町ギャラリー）
○まちなかシアター「映像でみる宮津の昔」（場所：小川湯）
午後6時～午後9時（主催：宮津メディアセンター実行委員会）

○まちなかシアター「宮津映像祭」（場所：無縁寺）

午後7時～午後9時（主催：宮津メディアセンター実行委員会）

○「細川ガラシャゆかりの展示会」展示（場所：桜山会館）

午後6時～午後9時（主催：丹後宮津桔梗の会）
○「城下町宮津と大河ドラマ『江』の浅からぬ関係」語り部（場所：本妙寺）

　　午後8時～午後8時30分（主催：宮津観光アテンダントまちなか案内人の会）
模擬店の開催

　亀ヶ丘児童遊園、大頂寺、本妙寺駐車場を会場とし、午後４時３０分から午後９時まで、次のとおり模擬店を開催した。

　　・出店数　　７日・７店舗、８日・９店舗、９日・６店舗

· 各日スペースに応じて2,000円・4,000円を清掃等協力金として徴収。

・メニュー　焼き鯖寿司、宮津カレー焼きそば、焼きへしこごはん、いわし鮨、宮津バーガー、宮津ちくわ天うどん、あかもくごはん、ロールケーキ、シューアイス、クッキー、シフォンケーキ、クレープほか
　　・クーポン券の発行　　昨年に引き続き、割引特典等を付けたクーポン券を発行し、販売促進に努めた。
（宣伝関係）

○  ポスター1,000枚の掲示（市内、北部4市、京都府下の主要観光関連施設等に発送）、事前ＰＲチラシ12,000枚の配布、ＦＭラジオによるＣＭを３週間放送したほか、各種催しを掲載した詳細チラシ（14,000枚作成）を10月５日付けで市内に新聞折込し、ＰＲした。

【スタッフ】

    実行委員会スタッフ、宮津商工会議所青年部、実行委員会事務局のほか、通りにおいては、万町自治会、金屋谷自治会、亀ヶ丘自治会、本町自治会、宮津駅前商店会、まちづくり推進機構の皆さんに協力をいただき、お寺では、西部自治連7自治会の皆さん（松ヶ岡自治会、池ノ谷自治会、白柏自治会、浪花自治会、漁師町自治会、日吉自治会、杉末自治会：いずれも各日3人～10人前後の出役）と宮津観光ピント会、上宮津21夢会議、の皆さんに協力をいただいた。
灯籠の点火や本部テント補助員等のボランティアスタッフとしては、宮津高等学校、海洋高等学校、京都暁星高等学校、宮津ホークス、宮津少年野球クラブ、宮津少年サッカークラブの皆さん、京都銀行宮津支店、京都北都信用金庫の皆さん、今回新たに、ＪＡ宮津支店に協力をいただいた。

また、地元商店街や周辺店舗、民家において、資材の借用や敷地の一部を資材置き場として協力をいただいたほか、ペットボトル灯籠製作では、市街地の保育園児・幼稚園児・小学校児童の皆さんに、また、使用済みロウソクの回収では宮津中学校の生徒の皆さんに、そして、ペットボトル灯籠の砂入れ等は、海洋高等学校の生徒の皆さんに協力をいただくなど、昨年を上回る多数の皆さんに協力をいただき実施した。
○事前準備等従事者数：約１４００人（延べ人数）
○イベント従事者数：約１８００人（延べ人数）
    ※  イベント期間中、佛性寺の駐車場利用者や、亀ヶ丘自治会、万町自治会、金屋谷自治会の方に協力いただき、灯籠設置により影響が生じる仕事帰り等のマイカーの方について、一時的にパーキングはままち駐車場（㈱まちづくり推進機構協力）に移動していただいた。

【鑑賞者数】　　　　　　　　　　　　　昨年実績
１０月　７日（金）： １，５００人　（　３，０００人）
１０月　８日（土）： ７，０００人　（　４，０００人）
１０月　９日（日）： ５，０００人　（　４，５００人）
       ３日間計：１３，５００人　（１１，５００人）
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